
神父のつぶやき                          

カトリック甲府･塩山教会 主任司祭  白木 信一 

４月１２日の復活祭を迎えると、私は甲府に赴任し丸４年が経つことになる。いつの間

にか四年間が過ぎてしまった。あっという間の４年間であった。幸いにもこの間、病気で

主日のミサを中止にするようなことはなく、健康に過ごしてこられたことには感謝してい

る。定期的に通院し血液検査と診察をしていただいていることが、功を奏しているという

こともあるのだろう。そこのクリニックでは半年に一度大きな血液検査をするのだが、２

月の結果は、腎臓、肝臓、中性脂肪、コレステロール等まったく問題なく、とても健康で

あるとのことだった。糖尿病と花粉症を除いては。しかし一方では、体力、気力の衰えは

実感せざるを得ない。 

 健康の話題としては、連日放送されている新型コロナウイルス感染の不安が蔓延してい

る。先月、山梨県でも感染者が出て、一層ナーバスになっているようにも感じる。感染拡

大を阻止するために、学校が休校になり、不特定多数の人が参加する集会などの自粛が要

請されたり、不要不急の外出を控えるようにとの要請があったりで、感染の心配だけでは

なくなってしまっている。 

学校の休校により家庭のいろいろな状況に大きな変化が起き、親御さんたちの悩みは大

きい。それが家庭内だけではなくいろいろなところにその影響が波及している。経済面で

も深刻な不安があり、この原稿を書いている時点でも、倒産する会社や倒産の危機にある

会社のニュースなども流れている。その関係で、今まで努めていた職場を解雇されたり、

内定が取り消しにされたりといったニュースも報道されていた。さらには、スポーツ、エ

ンターテイメントイベント等が相次いで休止、延期、中止になり、その関係で損害を被る

人々も出てきている。 

この状況のために苦境に立っている人々を支援する動きも出ている。そうかと思えば、

この苦境に乗じて詐欺まがいの事件が起こったりしている。人の苦しみや弱みに付け込ん

でくる、とんでもない輩（やから）がいるものだ。また、根拠のないデマを飛ばして社会

を混乱させたり、誹謗中傷によって特定の人に迷惑をかけたりなど、風評被害が起きてい

る。普段、それぞれの人たちがどのような環境の中で、どのような価値観、世界観、人生

観をもって生きているのかが、このようなときに現れてくるものだなと感じている。こう

した状況の中で、私たちキリスト者にとって、どんなときでも常に福音的対応ができるよ

うに日々を歩んでいるのか、そのようなことが確認できる機会でもあるのかもしれない。

体の健康だけでなく心の健康を保ちつつ、キリスト者としての霊的生活をしっかりと過ご

していきたいものだ。 

さて、私は甲府・塩山教会の皆様と共に神の国を建設していく５年目にはいっていきま

すが、改めてこれまで同様よろしくお願いします。



お知らせ（４月） 

 

１． 帰天  

東ブロック パウロ 中川 武さん（享年83歳）帰天されました。  

在りし日を忍び、永遠の安息をお祈り致しましょう。  

 

２・今月の主な行事予定 

 （今月の主な行事予定表参照） 

 

３・ご復活祭及び聖週間について 

 

 

今年のご復活祭（4 月 12 日）と聖週間のプログラム 

 

典礼 月 日 開始時間 会場 備考 

受難の主日 

（枝の主日） 

4 月 5 日（日） １０：３０～  ※１ 

聖木曜日 

（主の晩餐） 

４月 9 日（木） １９：００～ 聖堂  

聖金曜日 

（主の受難） 

４月 10 日（金） １９：００～ 聖堂  

聖土曜日 

（復活徹夜祭） 

4 月 11 日（土） １９：００～ サンタルチア

講堂、聖堂 

※２  

入信式もあります 

復活の主日 4 月 12 日（日） １０：３０～ サンタルチア

講堂、聖堂 

 

 

 

 

 

※1．枝の主日用の枝作りは 4 月 4 日（土）9 時から行います。 

ご協力いただける方は、軍手・枝切りばさみをご持参ください。 

 

※２．会場作りを 4 月 11 日（土）10 時から行います。 

ご協力いただける方は、定刻までにサンタルチア講堂にお集まりください。 

（今年の復活徹夜祭では、お二人の方が、受洗される予定です。） 

                

            

 



 

４．信徒の皆様の「ボランティア活動調査」へのご協力のお願い 

          

地域福祉委員会では、福祉における地域の皆様との交わりを深め、信徒と地域

の皆様の福祉の向上に資するために信徒の皆様のボランティア活動等を調査さ

せていただくことになりました。つきましては、個別に「ボランティア活動調

査票」をお配り致しますので、所要事項をご記入の上、5 月 31 日までに、お

手数でもセンター入口のポストにご投函下さるようお願い申し上げます。 

          （本件 問い合わせ先 地域福祉委員会 木村輝三） 

 

(2)東日本大震災被災者支援の献金へのご協力のお礼 

 3 月 8 日と 15 日の主日のミサの前後で行いました当献金は両日で 35,000

円でした。皆さんでお祈りと献金ができたことをいつくしみ深い神さまに感謝

いたしましょう！なお、献金は近日中に、一般社団法人 あしなが育英会あし

なが東日本大震災遺児支援基金にお送り致します。 

 

 

 

関連団体からのお知らせ 

    

（１）NPO 法人こどもサポートやまなし 

・理事会・運営委員会合同会議 

4 月 21 日（火）18 時 30 分よりセンター１F ホールで行います。 

      

・学習会 

4 月 12 日（日）と 26 日(日）13 時 30 分より山梨カトリック 

      福祉センター（旧山城教会）で行います。 

 

（２）NPO 法人やまなしライフサポート 

     

コロナウイルスの影響で毎週木曜日の炊出しを中止し、おにぎり配布に

切り替えています。おにぎり作りにご協力いただける方は、午後 2 時に

カトリックセンターにご集合ください。 

 

 

 

 

 



四旬節黙想会に参加して 

相河竜治 

 

３月２８日（土）の午前１０時から、聖堂で、聖パウロ修道会司祭でいらっしゃいます山内堅冶神父様のご指導

の下、四旬節黙想会が行われ、参加させていただきました。「山内神父様の紹介」の中でも、ウイルス感染予防

のため、黙想会でもマスクを着用して良いことと換気をすること、適当な間隔を置くことが指導されるなど、

通常の黙想会の雰囲気とは異なり、感染拡大の報道とともに緊張感を感じる中での開催となりました。 

山内神父様は、「家庭の友」の編集長で管区長の秘書もなさっており、様々な教会からお誘いを受け、黙想

会等でご講演をなさっているそうです。大変お話しが上手で、講話の時も、所々で笑いを誘いながら興味深

いお話をなさり、飽きさせることなく１時間３０分に渡って語ってくださいました。テーマは「弱っている時こそ、

強い」で、新型コロナウイルス感染症で、日本中の、そして世界中の人々が先の見えない不安な気持ちを抱え、

ともすると心が弱って後ろ向きな考えに陥りがちな私たちに光をもたらせてくださる、この時期だからこそ

さらに輝きを増す内容でした。 

１０時１５分～１１時まで行われた講話（Ⅰ）では、希望した部署に配属にならず、それでも与えられた場所で

頑張ってこられたご自分の召命のことに触れながら、聖パウロが本人の希望ではなく神様から選び出され、

宣教を始められたことをお話しいただきました。私がとても驚いたのは、聖パウロ修道会の司祭なのに聖パ

ウロのことを美化するのではなく、プライドが高く容姿に恵まれず、体も貧弱で話も面白くなかった実像を紹

介してくださったことです。さらに、たくさんの困難を抱える中で、語るだけでなく手紙を通してたくさんのメ

ッセージを発信し残してこられたことを、聖書をひもときながら解き明かされました。せっかく育った教会で

分裂や対立の危機に陥った時、パウロは「互いに一致団結しなさい」「弱い時こそ強い」というメッセージを

送り続けました。今、世界中がコロナウイルスで弱っている時だからこそ、互いに支え合い、励まし合って一致

しようという山内神父様のお言葉が心に響きました。 

１１時～１２時までは聖堂で黙想しました。講話の内容を振り返りつつ、「午後の『ゆるしの秘跡』で何の罪を

告白しようか」と考えていると、日頃の思いや行いを自分の狭い考えではなく神様の愛を通して振り返るこ

とができ、有意義な時間となりました。 

午後１時１５分～２時に行われた講話（Ⅱ）では、「逆境の中で生きる」というテーマでお話しいただきました。

とても印象深かったのが、ご自分のルーツを訪ねた時のお話に関連してのキリシタン迫害時代の踏み絵に関

するエピソードです。当時の潜伏キリシタンにとって、毎年行われる踏み絵は大きな逆境だったと思うのです

が、それをさらりと踏んで、家に帰って改心の祈りを唱えてキリスト教に戻ったそうです。踏まないことも信仰

として素晴らしいですが、踏んで死なずに信仰を伝えることも大切であり、本来の目的を考え強い気持ちで

その困難を乗り越える強さも必要なのだと感じました。さらに、マザーテレサの「でもとにかく」の言葉に代表

されるように、いつも前向きに逆境の中を前進していく信仰に基づく勇気をいただきました。ご講話が終わっ

た時、参加した皆さんから「ありがとうございました」の声が自

然と沸き起こったことからも、本日の黙想会のご講話の素晴らし

さが感じられました。 

 



✞✞  今今月月のの典典礼礼奉奉仕仕表表（（４４月月））✞✞  
 

   日      第一朗読 第二朗読 共同祈願奉仕 聖堂案内 

４月 ５日 宮澤 山田 鶴田 今津 

1２日 志村 山下 今井（勇） 講堂 

１９日 遠藤 丸山（美） 高原 芦沢（マ） 

2６日 広瀬 大木 山田 木村 

５月 ３日 芦沢 長谷川（ギン） 宮澤 杉田 

                           

✞ 今今月月ののここよよみみ（（教教会会暦暦・・行行事事等等））✞✞  
・主日のミサ 日曜日１０：３０～  
・平日のミサ 火・金・土曜日０６：５０～（但し初金のミサ ９：３０～） 

 

４月 ５日（日）受難の主日     １０：３０ ～ ミサ 

       

１２（日）復活の主日     １０：３０ ～ ミサ 

               １５：００ ～ ポルトガル語ミサ（Português） 

 

１９日（日）復活節第二主日  １０：３０ ～ ミサ  

                １２：３０ ～ 韓国語ミサ   （ 한 글 ） 

 

      ２６日（日）復活節第三主日  １０：３０ ～ ミサ 

                     １4：００ ～ 英語ミサ     （English） 

                 

           

５月 ３日（日）復活節第四主日  １０：３０ ～ ミサ 

     

＊４月２８日（火）の早朝ミサはお休みとなります。 

 

 

 清 掃 当 番 表 （ ４月、５月 各ブロック・各グループ輪番制） 

４月  ４日（土）  山城・峡南ブロック ４月  ２５日（土）  西ブロック     

４月 １１日（土）  中央・北ブロック ４月  ２６日（日）  フィリピングループ 

４月 １２日（日）  ブラジルグループ ５月   ２日（土）  東・南ブロック   

４月 １９日（日）  韓国グループ ５月  １０日（日）  ブラジルグループ 

                          


